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2023年11月10日 

各      位 

会 社 名  株式会社 広済堂ホールディングス 

代表者名  代表取締役社長 黒澤 洋史 

                （コード：7868 東証プライム市場） 

問合せ先  経営戦略本部 

上席執行役員 常盤 誠 

電  話  （０３）３４５３－０５５７ 

 

第２四半期業績予想と実績値との差異及び各四半期業績の修正並びに配当性向の見直し

及び株式分割に伴う配当予想の修正並びに剰余金の中間配当に関するお知らせ 

 

2023年８月９日に開示いたしました2024年３月期第２四半期累計（2023年４月１日～2023年９月30

日）の業績予想数値と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2024 年３月期第３四半期連結累計期間（2023 年４月１日～2023 年 12月 31日）以降の業績予

想および配当予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

加えて剰余金の中間配当に関して本日開催の取締役会において決議いたしましたので、お知らせいた

します。 

記 

 

１． 第２四半期累計業績予想数値と実績値との差異および各四半期業績予想の修正について 

(1) 2024年３月期第２四半期累計業績予想数値と実績値との差異（2023年４月１日～2023年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

16,421 

百万円 

1,625 

百万円 

1,533 

百万円 

1,167 

 円 銭 

42.19  

実績値(B) 15,730 1,817 1,842 1,460 52.77  

増減額(B-A) ▲691 192 309 293 10.58  

増減率(%) ▲4.2 11.8 20.2 25.1 25.1  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2023年３月期第２四半期) 
16,488 1,197 1,202 929 32.58  

 

(2) 2024年３月期第３四半期累計業績予想数値の修正（2023年４月１日～2023年12月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

26,910 

百万円 

3,346 

百万円 

3,205 

百万円 

2,387 

 円 銭 

87.07  

今回修正予想(B) 
26,320 3,583 3,559 2,878 20.96  

(104.80) 

増減額(B-A) ▲590 237 354 491  ― 

増減率(%) ▲2.2 7.1 11.1 20.6 ―  

(ご参考)前期第３四半期実績 

(2023年３月期第３四半期) 
26,199 2,416 2,374 1,902 66.69  
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(3) 2024年３月期累計業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

40,221 

百万円 

6,558 

百万円 

6,394 

百万円 

4,720 

 円 銭 

172.92  

今回修正予想(B) 
39,841 6,940 6,893 4,900 35.83  

(179.15) 

増減額(B-A) ▲379 382 499 180 ―  

増減率(%) ▲0.9 5.8 7.8 3.8 ―  

(ご参考)前期実績 

(2023年３月期) 
36,668 4,280 4,185 4,042 141.68 

(注)１．  当社は、本日開示しました「株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更に関するお知らせ」に記載のとおり、 

2023年12月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を実施するため、1株当たりの四半期純利益及び当期純 

利益は、当該分割後の値を算定のうえ記載し、その下段に分割前換算値を記載しております。 

 

(4) 修正の理由 

2024年３月期第２四半期累計業績予想数値につきましては、葬祭収益セグメントの式場利用料の売 

上の伸長、葬儀サービス事業が好調に推移したことで営業利益は192百万円増の1,817百万円となり 

ました。 

また、経常利益は、資産コンサルティングセグメントに売上計上予定だった154百万円を営業外 

収益に計上したため、309百万円増の1,842百万円となりました。 

今後の業績予想の見通しは、葬祭収益セグメントの式場利用料、菓子飲料、葬儀サービス事業が引 

き続き好調に推移するため、営業利益は382百万円増の6,940百万円、経常利益は資産コンサルティ 

ングセグメントの売上高の一部が営業外収益として計上されるため499万円増の6,893百万円、親会 

社株主に帰属する当期純利益は、税金費用の増加により、180百万円増の4,900百万円になる見通し 

です。 

 

２． 配当性向の見直しおよび株式分割に伴う配当予想の修正（増配）について 

(1) 2024年３月期配当予想 

 １株当たりの配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回予想 ２６円３０銭  ２６円３０銭 ５２円６０銭 

今回修正予想 

(株式分割前換算) 
２９円４７銭 

５円８９銭 

（２９円４７銭） 

― 

（５８円９４銭） 

前期実績 

(2023年３月期) 
７円７５銭 １３円５０銭 ２１円２５銭 

(注)１．当社は、2023年12月１日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行います。 

２．2023年３月期第２四半期末については 当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。 

３．年間配当金合計額につきましては、株式分割の実施により単純合計ができないため表示しておりません。 
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(2) 修正の理由 

当社は、株主の皆さまへ利益還元を行うことを基本に、企業体質の強化を図り内部留保にも努め、業

績等を勘案した適正な配当を行うことを基本方針としております。 

上記基本方針のもと、当期の剰余金の配当につきましては、中間配当及び期末配当の年２回とし、配

当性向は30％を目安に配当を行うこととしておりました。 

 この度、株主の皆さまへの利益還元を充実させるため、当社グループの連結業績、財政状況等を 

鑑み、当期の配当性向を30％から32.5％に引き上げることといたしました。 

 

３．剰余金の中間配当について 

 2023年８月９日の開示では、配当性向30％を目安に中間配当を26円30銭としておりましたが、こ

の度、株主の皆さまへの利益還元を充実させることを目的とし、配当性向を32.5%に引き上げることと

いたしました。 

 また、当期の業績予想数値の修正等を勘案し、2024年３月期の2023年９月30日を基準日とする中

間配当金を1株当たり29円47銭とすることについて、本日開催の取締役会において決議いたしました

のでお知らせいたします。 

 

配当（中間配当）の内容 

 
決定額 

直近の配当予想 

(2023年11月10日) 

前期実績 

(2023年３月期) 

基準日 2023年９月30日 同左 2022年９月30日 

１株当たりの配当金 29円47銭 29円47銭 ７円75銭 

配当金総額 796百万円 ― 221百万円 

効力発生日 2023年12月21日 ― 2022年12月７日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

  

以 上 


